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ルター派の視点から
ロバート・コルブ
イエス・キリストの福音とはまさにそれ自体であり、ルター派的、メソジスト的あるいはローマカトリック的
な語り方などというものはないと、わたしたちは言うかもしれない。しかし、すべてのキリスト者は、彼ら自身の世界観という土台の上で 、一定の前提という枠組みの中で、神の言葉を理解し分かち合う。神がキリストにおいてわたしたちのためにしてくださったことを信仰の外にある人々に対して提示するいくつもの異なる方法が実際ある だ。
マルティン・ルターは教会史の中の一点に立っている。 こで彼は聖書の使信を、長い歳月続いた中世的表現
形式とは異なった文化的状況の中へと新しく翻訳するべく召 出されたのだ
（１）
。その課題は彼にとって極めて重大
な意義を持っていた、なぜならそ 使信を宣べ伝えるこ は個々人をイエス・キリストへの信頼へと導き入れ、さらにその信頼がいのちを与えるのだということを彼 確信してい からだ。彼 時代のヨーロッパ中部および北部の状況へと聖書の使信の理解を翻訳するルターの実験 、二一世紀の宣教学の構成要素にとってのある素材
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を提供するのだ。
われわれの状況においてわれわれの信仰の証しをいかにして続行するかということを評価する試みにおいて、
ルターのような対話 相手に注目することは意味のあることかもしれない。なぜなら彼は二一世紀におけるわれわれ自身の環境がもたらす圧力や緊張の外に立っているからである。そのような人物と関わることは、われわれ自身の問題を考え抜くことへの近道として見られるべきではない。そのようなことは問題への処方箋 か指示書とか、あるいはわれわれ自身がな べき知的な汗をかくことの代替物とかとして用いられるべきではない。ルターにできることと言えば、われわれ 想像力を刺激するとか火をつけるということ以上で なく、また聖書の使信とわれわれの周りの世界の両方を見渡せる見晴らしの良い地点を与え 以上では このようにして彼の考えは、被造物である人間へ 神の愛に対す われわれ 証しを形づくるのを助けるのである
教会の過去から対話の相手を見出すとき、われわれはそれにあまり期待しない傾向を持ちがちではあ けれど
も、しかし、われわれはそれに まり期待しすぎないようにも 意しなければならない。われわれが歴史的 存在であるということは神の人間へ ご計画 一部であ 。神に似せて創造さ たということは、他 多く 神秘の只中 、た え人間はまた何事か究極的な神の単一さ も持つかもしれないが、明らかに何かしら神 本質に属する素晴らしい多様性をわれ が反映しているとい ことでもあ 。ということは、日本 人々 アメリカやヨーロッパ、アフリカ、アジアの他の部分、オーストラリア 人々とは異なるという してい 。われわれの考慮の中に時間的要素を地理的また文化的な比較に加えると、ルターの時代の彼 読者・聴衆とわれれとの差異というものはなおいっそう大きくなる。
にもかかわらず、ルターは、彼の時代 気質について 、また聖書記者たちによって提供されている人間の条
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件と神はいかなる神であるかということに関する洞察についての貫徹した物を見る力という賜物を持っていた。神の本質と人間の本質は変化しない。それゆえに、ルターの洞察の多くはわれわれが「宣教的」という言葉によって意味していることのいくつかの側面についてのわれわれの思考を刺激すること できる。本論文は、キリストにあって神がわれわれに与えるいのちとその尊厳という賜物へ 個人的・伝道的証しという課題を考え抜く際に助けとなる、 の言葉を神の民に語り けるルターの方法におけるいくつか 要素に集中することにしよう（２）
。というのは、ルターは「キリストから離れて生きている誰かに出会ったときには、人は何をし、どう話すべ
きだろうか」という問いを発する彼独自のやり方を持っていたからだ。
この試みに取りかかるとき、ルターが提示するであろう最初の問いは、おそらく「誰が愛の配慮をするだろう
か？」であろう。この「誰が」が問いの核心であ 。なぜなら、 現実理解はすこぶる人格的であるからだ。キリスト教文化の中で成長した人々は、究極かつ絶対の現実は人格である 想定するが、しかし、今日ますますどの文化においてであれ人々は究極また絶対の存在 関しては別 形で考え ようになってきた。つまり、それは彼ら 人生 とっ のさまざまな半人格的な中心と 力 秩序の源である もある。はたまた、われわれが抵抗しないとき、ある はおそらく抵抗するときであっても、われわれの存在を貫徹しながら、われわれが経験し認知することを貫いて熱や光を放出する単一 究極的な霊 こともある。他の者たちは 出来 だけ多くの力を、たとえば人種や政党 るいは階級 、しばしば超人格的な人間 機関に、し 、しばしば自分自身に、あるいは別の個人に割り当 る
ルターは聖書から、神は人格であることを知って た。神が語るとき人格的形を取るということを。彼の語り
を通して交わりを、すなわち、神ご自身と神の被造物との間の関係あるい 神 被造物 間で 関係を創造す
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ところの人格であることを。ルターは現実というものを神が語られるところのことという点から定義する。
ルターはそのような現実の見方をオッカム主義者の教師たちから学んだ。彼らが強調するのは、神は彼の創造
物を秩序付けたり、その秩序を保ったりする全き力を保持しているということだ。ルターはその力を神の口へと移したのだった。神は世界を語ることによって創造したのだ。創世記第一章を一五三五年に講義した際、ルターはこう述べている。
「 『光あれ』という言葉は神の言葉である……これはそれらの言葉が現実であるということを意味する。というのは、神は存在していないところのものを生じさせるからである。彼は文法的意味での言葉 語るのではな 。神 真実の、実体のある現実を語る。したがって、わたしたちの間にあって音声を持つ は神にとっての現実なので る
（３）
。 」
彼はほとんど同じことをその三年前に語っている そこでは、詩編第二編に注解して曰く、神がそれを通して伝達をするのは
「現実の言葉（
verbum
 reale ）であって、われわれの言葉がそうであるように単なる音声ではない。……そ
れはわれわれのとは異なる言語である。太陽が昇る き、太陽が沈むとき、神は語 おられる。木に実熟して生るとき、人間が生まれるとき、神は語っておられる。した って、神の言葉は実体のない空気ではなく、わ われが自分 目で見、自分の手で触れるところの偉大で素晴らしいものなのである。 」
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創造主が「○○があるように」と言われるとき、物事は生起する。神の言葉はわれわれが経験する一切の現実
を造り上げる
（４）
。一五三五年にルターは、神への信仰に中心を置きつつ、罪人を全き人間性へと回復するこのよう
な神の経綸の意味をくみとった。パウロは第二コリント書四章六節で神の創造的な命令に言及しているが、そこで使徒は、神は本質的に創造主であり、また邪悪な者を回心させるときには神はみ言葉を通して「創造の新しい働きとして、み言葉によって引き起こされる何事
か（５）
」を創造されるという聖書的な確信を反映していると、ル
ターは言っている。
罪人のためのキリストの苦しみと死の中に顕わにされているのをルターが見ているように、まさに神の本質に
より神は愛の配慮をしたもう。語ることによって創造をなさるこのお方、この対話と交わり 神は、人間性を全うすることに失敗した人々に愛の配慮をするために肉となったみ言葉という人格として来られた。 との間で、また互いの間で対話をなし交わり 生きるための人格 して人間を造られたこのお方は、われわ と 交わりと対話を回復 ため 神の最上のもの の子、イエス・キリストを送られたほどに深く愛の配慮をなさったのだ。
加えるに、ルターは、われわれは神 民として愛の配慮をすると、われわれ 語る。
「万事はこのようにして方向づけられなければならない。すなわち、あなたは神があなたに何をしてくださったかを認識するように。そののち、そのことを公に宣べ伝え、さらにすべての人々をあなたが招かれたその光へと招くことを最優先課題とするように。 のことを知らない人々に会っ なら、 は彼らに、
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いかにしてあなたが学んだのか、すなわち、いかにして人は神の善き業と力によって救われ、闇から光に至るかを教え諭さなければならない
（６）
。 」
ルターの人間学は、人間であるとはどういうことかを特徴的なやり方でもって二つの次元で明らかにしてい
る。彼のきわめて人格的な神観が意味していることは、イエスがそうしたように、人間性というものを二つの関係性において定義するということである。すなわち、われわれの中心的かついのちを志向ある、畏れと愛と信頼を要求される神との関係性、そして、神の愛がわれ れの周りの人々の人生の中で実現するために その受肉において神がわ われに与えられた模範に倣って、われわれが喜んで犠牲となって献げるその相手で 隣人との関係性、この二つである（マタイ二二章三七―四〇） 。彼の宣教の中で、ルターは「受動的義」 、すなわち、神によって与えられた神の子としてのア デンティティを授けることを述べる。この見方こそは神がわれわれを先ずもってこのように見ようとするやり方である。そして、ルターは「能動的義」 すなわち、われわれが神の期待を実践する とを深めるるこ を欲する。それはわれわれが神を賛美し証しすることにおいてと、われわれが神の被造物たち、人間と神が現実を語 こ で生じさせた神の作品 集大成とに愛 行為を行うことにおいて、神の子どもとしてのわれわれのアイデンティティを証明し具体化することである
（７）
。
それゆえに、愛の配慮を行うことはいのちを回復させるキリストの愛をすべての人々へもたらすことを伴う。
ちょうどわれわれがすべ の人々とし 行為するよう 。一般的に言っ われわれの第一の優先事項は
―
すべて
の特定の場合にそうだというわけではないが
―
ご自身をナザレのイエスにおいて顕現させたお方、またわれわ
れの中で聖霊として働か るお方である ころのわれわれの創造主と人格的な信頼関係 創造 、養うこと あ
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る。同時に、われわれはわれわれの隣人の究極的な必要とともに究極以前の必要にも応えるために神の愛をもたらすことに非常に関心をもつ。究極以前の必要は時間的な優先順位を求める。
われわれはまた次のことにも熱心である。それは、聖霊がわれわれの証しを通して神を信頼するように導き入
れた人々を訓練すること ついてである。その人々をいかにして人生を十全に楽しむかについての主の言葉に耳を傾ける 生へと導くのである。なぜなら、神を信頼することは他者への神の愛の配慮と関心を提示することで神に従うことへと導くからである。それはもっとも簡単で、もっ も個人的なレベルで彼らの必要のために供給すること 意味する。それはまた他者のために正義 平和を追求すること、彼ら 高潔さ・完全さと尊厳を尊重し回復することを意味する。なぜならそれが真実 人間的な生へ 期待だからである。
この土台の上で、われわれは、ルターの思想に沁み渡っている終末論的な文脈においてその人たちのために証
しするようにとわれわれ 召しておられる人間 いう被造物と神との関係に焦点を合わせたい その関係は永遠に存続 関係であって、だからそれは天国について、また永遠の命について何がし 言うべきことがあるのである。われわれがなん か抑えつ よう してい われわれの最後について 不愉快な思想 死が最終的 われわれに歯を剥き出 に とき 復讐を のである。しかしながら、ほ んど 日々に大方の人々は、死後のことは先延ばしにしておけばよい 考えがちである。
ルターにとって終末論とは、われわれが知っているような、地上の存在の終わりに関す 概念で ない。彼は
神の現在を日常生活の只中で感じた。また、彼は、壊れた人生と壊された共同体の中においてみ言葉 介入するとき、それを通して神が与えたもう秩序と平和であるところの「シャローム」という聖書的概念 広がりの大きさを認識していた。それゆえ 、われわれのキリストへの証しを要求する第一の緊急性と 日常生活 苦労、
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苦難、恐怖の只中で人々に神のシャロームの味わいである平和と喜びをもたらすという緊急性である。そこでもまた、神は愛の配慮をなし、われわれも愛の配慮をなす。そしてそれが別の問いへと導く。
われわれがキリスト者の証しという課題について考えるとき、ルターが提示するかもしれない第二の問いと
は、
「いったい誰か他の人はわれわれの使信に関心を持つだろうか？」
である。ルターは、キリスト者の生活に
ついての教育を計画しながら、早くから、自分が病気だと認識していない人々は癒しを求めない（マタイ九章一二）と うことを認識していた。律法と福音の区別というルターの常套的 言い方 善でありえ 自己をめぐる葛藤に陥ること 福音によって癒しをもたらすこととを引き起こす。彼のこの区別はわれわれの証しをより効果的に分析し備えをすることを可能にする。ルターの専門的意味で 「律法と うものは福音に先行しなければならない」と主張す は論理的な所見である。しかしながら、われわれ 証し 順序 必ずしも常に心理学的にあるいは神学的に適切ではなく、神の言葉を信仰の外にある人々に対して提示 ること 、先 律法、次に福音という単純な言明よりもやや込み入っている。にも わらず、原則は覚えるのに都合がよい。それは一般的 はよい指針である。すなわち、先ず律法をして誤った 念に捕 われている人 心を不安にさせ、そののちその人の中に平和を提供するためにキリストの福音をもたらすのである。せいぜ 、誤った神々がかなり効果的に依然として働いている人々に対して、イエ につい の情報 与えるとき、神々の神殿に彼 付け加えこと以上 ことは期待できな 。われわれの幸せに対してなにかしら 悪から 脅威 な ならば、おそらくわれわれはわれわれの誤った神々を退散させて何かほかの物に置き換える必要 感じないだろう。
悪に関しては、ルターは先ず問題の核心は以下のような人間的な誤りに存すると忠告する。つまり、神をわれ
われの思考や生活の中心に置かないこ 、すなわち、われ れは何も にもまして神 畏れず 愛さず、信頼し
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ないことである
（８）
。そのことがまさしくキリスト者の証しを、信仰の外側にいる者たちに彼らの創造主また贖い主
に親しくさせることに焦点を当てることを助けるのである。ルターは、人間は何者かあるいは何事かを信頼すること よって創造されたものをいっさいの善き物の絶対的・究極的源またあらゆる苦難の時の安全な避け所とすると言った
９（大教理、使徒信条、二―三） 。これらの信頼の対象は、われわれの罪深さにあっては、イエス・
キリストの中に自らを顕わ 真 神ではな 。この神 みが、真の人間生活を形づく ところの唯一で真の信頼の対象である。もしわれ れが強いて、神が奉仕するようにと創造された何者かあるいは何事かをわれわれの究極の信頼の対象とするならば、 れらの被造物 神の代わりとして機能することになる。すなわち、彼らは誤った神々になる
この定義に基づけば、すべての人々は、一人以上の神を持つことになる。すべての罪人は彼らの創造主の代わ
りを一つ以上もつことになる。なぜな 、どの一つの被造物も満足すべき神の代わりとしては役に立つことはできないからだ。われわれはすべて多神教主義者だ。 「われわれ」に キリスト者たちも含まれ いる。というのは、洗礼を受けた者たちの生活の中でも罪と悪は連続す という神秘が意味するのは、悪の世界の中で生活をしっかりと一つに保とうともがくことは、神ご自身の代わりに神が創造された何者かあるいは何事かを信頼することへとわれわれを絶え間なくそらすという であ 。
われわれはルターの「すべての善き物の源、苦難の時 避け所」という文言を、神とその代わりとをわれわれ
のアイデンティティ、安全、意味、価値 源 して語るこ によって言い換えること でき かもしれない。北米の心理学者エリック・エリクソンは人格（パーソナリティ）をわれ アイデンティティの感覚をめぐって定義した。彼は、われわれは何者であるかということをめぐっての概念をルターの義 概念 義人である と、
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われわれがそうあるべき人間と動的等価であるとした
）（（
（
。日常生活における安全あるいは保証の感覚の必要性は明
白である。その欠如の生理学的・心理学的に意味するところは破壊的であり、死に関わることである。生の尊厳、価値、有意味性は「生き続ける」ために必須のことである。歴史的存在として神はわれわれを創造されたが、道に沿って歩んでいく中で、 「シャローム」は神の中に生活を置く愛、信頼、依存の 係という基盤の上に見出されるべきものである。そのような道から離れることは破滅的なことである。そこに立ち留ま とは必須である。
にもかかわらず、シュマルカルデン条項（第三部、ⅰ、３）においてルターは言う、反抗的な被造物をかれら
の創造主から切り離すような神への不信と 主権の否認は、 「聖書の啓示」から離れては、すなわち神ご自身に聴くことから離れては、人々が感じることも認識することもできない
）（（
（
と罪人でも悪の存在を、それが自分自身
の中 せよ、認めることはできる。しかし、真の神を少しも知ることなく、そ 神を畏れ、愛し、信頼 ることができない中では、その悪の起源を理解することはできない。それゆえに、神を知らない人々に対 てわれわれがなす証しは、先ずもって神と神の彼らへの顧みについて語ることから始めなければな 。しかし、われわれは、彼らが自分自身 かれら 抱くジレンマや窮境から脱する道について十分 認識 持って ると前提することはでき い。キリストから離れての生活は欺く者、偽りの父（ヨハネ八章四四）の物まねの生活であ から、彼らが自分たち 生活のいびつさといびつさを生み出すことに関与してい ということ ついて自分自身に十分に正直であることができると前提することなどわれわれには きな 。
なぜ他の人々がキリストのもとに来ようと欲するのかということをめぐっての、ルターがわれわれに与える第
二の洞察は、彼らの窮境
―
キリストから離れた人間の生活が間違っていること
―
は多様な症状を持っている
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ということである。ルターの人間の状態に関する診断についての一つの有名だが、誤っている印象は、アウグスブルグ信仰告白弁証におけるメランヒトンの所見、 「律法は常に良心を断罪
し
）（（
（
」を反映している。ルターは若い
修道士として強く罪責感 支配されていたが、自分の窮状をさまざまな方法で描写した。彼の信仰の外にある人々に対して律法が何をなすかということについての見方はシュマルカルデン条項（第三部三、１―２） よりよく要約されている。そこでは彼はあからさまな罪人も偽りの聖人も打ち倒す「雷光」と て、また人間 保証という岩を打ち砕く槌（エレミヤ書二三章二九を引用）としてそれを描き出して
る
）（（
（
。律法は打ち倒し打ち砕
く。それは恐怖と絶望に追 やる。さまざまな反応は、罪 恥を超えて、実際人々を自分たち 偽りの神々への疑いを抱かせ、彼らの耳を福音を聴 ことへと開かせる。ルターはしばしばこう指摘している。すなわち、悪の加害者と同様に被害者もまた新しいアイデンティティ、保証、意味 源 探求し始める十分な理由 持っているし、それがキリスト・イエス おける神の愛についてのわれわれの証しへと人々 心を開くものであ 、と。
このことが意味するのは、なんであれノンクリスチャンの知人を悩ませ抑圧するものについての対話は、イエ
スがわれわれにとって意味することについ の語り口を見出 を、したがってイエスを彼らに紹介するのを助けることができる。われわれは彼らの上 罪や恥 認識が忍びよ の 待たなければならないことはない。そような感覚は人間の思考の表面に上がってくるのは稀であるし、ましてや今日の多くの社会にお は滅多 ないのである。罪責意識は断罪し、恐 さ る。だから罪人が誰か あるいは何 に悪いことを たと う責任を再確認するのは自然なことである。
病や死、失業、経済的危機への恐れ等それらすべては人々の生活の安全保障のシステム、偽りの神々を揺さぶ
る。家族の、職業上 、近隣社会での関係のぐらつきや破壊も同じであ 人生における尊厳、価値、意味深い
20
活動を失うことも同様である。これらの苦悩や敗北はどれであれ人々をアイデンティティ、安全保障、意味の新しい源を探求することへと駆り立てる。われわれの周囲の人々の生活においてそれらが明らかになったときには、もしわれわれが彼らと信頼関係を築くことができていたなら、われわれは自然な対話のパートナーになれるし、彼らにイエス・キリストを彼らの真の主また救い主として紹介する好機をもつことになるだろう。
かくて、ルターが、たとえば大教理問答の中で、キリストが罪人に何をしてくださったかを描き出すとき、彼
らの罪の赦しだけではなく、恐れからの、自己中心性と蒙昧性のもつれからの、また死への断罪からの解放
―
贖いと解き放ち
―
をも彼は語るのである。キリストは古代の教父たちが闘った敵のトロイカ、すなわち、悪魔
と、世界 、現実についての の思考方法を導く罪深い欲望と、その三つと取り組んだのだ。これ の敵は、人々を欺き 人生を偽りの、自己敗北的方法によって人生の焦点の合わせ方や秩序だて方を誤らせるのだ。彼ら われわれを神と他の人々から疎外させる。 はわれわれ 誤っ 道へと突き落とす。そのような捕囚依存か キリストは人々を解放される。彼は人生の別資源が破産してい ことが証明され しまった人々 真人間生活のための資源を供給する。彼は人生の資源が枯渇してしまった人々を助ける。彼は自分たち 計画と希望と 生それ自身に絶望している人々を慰め 神から逃走していた人々に真に人間らしい生活をそ 全き姿で回復する。キリストは死者の中から引き上げた神である
）（（
（
。
神は悪の罠にはまり捉えられた人々をどのようにして配慮するか。神はそのために何をなしたか？
　
神はどの
ようにして問題を解いたか？
　
ルターは神の行為の熟達ぶりについて明快な説明を与えてはくれない。グスタ
フ・アウレンの教会史における贖罪の理論に関する価値ある研究 『勝利者キリスト』は、ルターは彼 信奉者たちがそこへと戻っていった中世 教会 「アンセルムス」型か 離れて、そ 代わり、古代 神学者たち そ
21
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うしたように、キリストは敵たちを復活によって打ち負かすことによって罪人たちを贖ったと教えた
）（（
（
。イアン・
シッギンズはルターには贖罪論はなかったと言ってルターの贖罪論の評価を、より正確に提示した。それは、神の心の深みを図ると言った類の説明をしないで、神が彼の民を罪、死、サタン、神の怒り、また律法の圧迫や断罪などからの解放を成就するのに何をなしたのかということ イメージや描写を豊富に読者・聴衆に提供したのだったという意味でであ
）（（
（
。
われわれが対話のパートナーの人生をまとめ上げる方法の中に見出した亀裂について述べるとき、われわれは
その人の経験を偽りの文脈に置くものの、まともな答えは与えられることのないその前提 チャレンジしなければならないだろう。この課題はあきらか 辛抱、共感、理解を要求するし、神ご自身の啓示 キリストにある神の選 れた民のためのご意志 内容 ついて 適切なまたもっともらし 見方をも要求する。
キリストを読者・聴衆の人生へと駆り立て、彼らの思考方法を、それゆえ彼らの人生の方向性を変えさせる
（それが悔い改めである）ルターの多くの方法の中でとりわけ重要なのが、神への反抗的な態度と信仰者に対する主権の否認への繰り返し起こる闘いに際しての、洗礼を適用させる彼のやり方である。なぜなら、彼らは人生の中で依然として罪と悪とを繰り返して経験しているからである。 「それ 、われわれのうちにある古 アダムが、毎日の心の痛みと悔い改めによって、すべて 罪と、悪 欲望とともに溺れて死 なければならず、また義と純潔とをもって、とこしえに生きるべき新しい人が日ご 現われ、よみがえることを意味 ます」は『小教理問答』 中で書き、サクラメントの継続的重要性を説明してい
）（（
（
。
アングリカンの教会史家ジョナサン・トリッグは、ルターの信仰義認の理解は、神と人間との適切な関係を回
復させる再創造的なみ言葉としての、神が洗礼 授けられる 行為 つい 彼の理解に「基礎づけられて
22
いる」と論じている
）（（
（
。ルターはしばしばこう宣べ伝えている。神の律法は罪人を殺し、罪深いアイデンティティ
を取り去るが、その一方、福音は、キリストの復活を罪人と分かち合うことで、人間性を回復するのだ。彼はローマ六章三―一一とコロサイ二章一一―一五を基礎としながらそうした
）（（
（
。人間の神への反抗と神からの疎外と
いう悲劇的なジレンマから逃れる唯一の道は、なにか他の被造物に人生の中心を置く人という、自ら作り上げたアイデンティティを終わらせることだと、ルターは信じていた。この罪への代価は死であり、ただ死のみであるのだから。罪人は死 なければな ない 永遠にか洗礼においてかいずれ しろ。キリストは彼らと自ら 死を分かち合うことによって彼らの人生におけ すべて悪である物を彼の墓に葬るが、その復活を分かち合うことによって永遠の命という賜物を与え のだ。
このようにして、ある程度の深刻さをもって「死んだ方がましだ」と言う人々と出会うとき、われわれは彼ら
にこう言う用意がある、 「わたしはあ たにあげ 魅力的なものを持っているか！」 。 いう は、ただ神のみが過去を変えることができ 。神はわれわれの古いアイデンティティをキリストの墓の中に横たえる。その墓の中を覗くことはしない。神 みがわれ れの古 アイデンティティの記憶からわれわれ 関心 移して新しいものに焦点を合わせるように助けることができる。たと 価値 る人生を成就しようとの古 生き方との闘いが依然継続中であるときでも、キリストがわれ を御自分のも だと主張し、彼の死と復活を われ 分かち合ってくださるというこの神秘の中で、彼は われ まさにわれわれ自身であ ところ 人間に再創造する。
再創造による義認というこのモチーフは、もちろん、キリストがわれわれのためにされたことをルターが叙述
するために用いた多くの方法 うち わずか一つである。彼がこのモチーフを用いたとき 彼は神がそ 赦し言葉によって成就なさった現実に関する事実を一般的に宣言してい だ。彼が自分たち自身の罪深さ 徴候に
23
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心を奪われていた人々に焦点を合わせていたとき、彼は神が罪を負ってくださったことについて語ることによって彼らの罪責や恥を退けた。彼は中世の神学では比較的稀にしか使われることのなかったこの言葉を取り上げて、神が自分たち自身の中で悪と戦っている人々をその民として認め重んじているということを強調しようとした。ただ そう判断したから彼らは神の目には義 あるという新 いアイデンティティを神は彼らに与えたのだ。
なんら法的な虚構ではない。神の判断が現実を創造するのだ。いかにしてこの新しい現実がわれわれのなかに
生起するかということをルターは幾通りものやり方で叙述することがで た。神から遠く離れ しまっている感じている人々 のキリストの和解を彼は話すことができた。恐れと孤独、ま 愛され得ないし愛されて なと感じている人々に親 愛の優しさと柔らかさ 彼は描くことができた。彼の想像力は、聖書的な描写 神がキリスト・イエスにおいて何をなさったか いうこと 隠喩から離れ 、中世後期ドイツの自分自身の状況から収集した似たような表現へと移っていった。彼はキリストにある新しい人生という神の約束を明瞭に語る軽やかさをわれわれの めにやってみせた
）（（
（
。
神がキリストの死と復活によって成し遂げようと欲されたことは何か？キリストは人間がまこ の人間の、命を受けるため、しかも豊かに受けるために来られた（ヨハネ一〇章一
〇） 。ヨハネが福音書を書いたのは、偽りの神々に信頼 ている人々がイエスこそがメシアである 知るにいたるため、また彼に信頼するこ で彼らが彼の名前によって命 得る めであっ （ヨハネ二〇章三一） 。命は信じることによってくると、ルターはそ 見るようにな たが 信じることを単に一連の事実を認識す こととは定義しなかった。信じるこ 信頼することは真の人間 生き方の心と土台を形づくることであり、彼 説教す
24
ることと教えることは真実に人間的な生き方
―
すなわち、救い
―
に関して人々を賢くすることを目指した。
この救いが、人々が の世で遂行するようにと神が計画なさっていた行為の実践において成熟させるということを彼は確信していた（エフェソ二章八―一〇、二テモテ三章一五―一七） 。
「信頼する」と「信じる」はそれぞれ単独では立ちえない言葉である。それらは一つの対象に結びつけられた
時にのみ意味を持ちうる。そして、その対象が人格であるときにある関係を必然的に描写する。神は対話と交わりの神であり、それゆえ神が罪人を救うためにキリストを世に遣わす目標は、神との交わりのうちに持つよう計画されていた対話の回復である。ハイデルベルグ大学の組織神学者ウィルフレッド・へーレは、一五三五年のルターの義認についての討論を吟味しながら、改革者の信仰義認の教理は と人間の双方が「交わりがもたらす信実（
G
em
einshaftstreue ） 」において中心に置いている
―
また置いているべき
―
旧約聖書の概念を反映してい
ると主張している
）（（
（
。それゆえに、創造主への信実をもたずに生きている、交わりの外にいる人々へ福音をもたら
すことはその交わりがもたらす信実の回復を含む
この討論の中で、ルターが繰り返しているのは、救いをもたらす信仰はイエスの物語の事実を認めることとい
う意味の、単なる「歴史的信仰」ではないと 彼の長い間の主張である。 「イエ は わたしたちの罪のために死に渡され、わたしたちが義と るために復活させられたのです」 （ローマ四章二五）と「 （キリスト ）ご自身によってあなたが を贖い救うことを欲しておられる父なる神 愛を理解する」 。 「喜ばしく広げられた両腕でもって与えられた神のみ子 、 『彼こそはわ し 愛する者、そ わ は彼 愛する者』と言いながら、喜んで抱きしめる」 。それはキリスト 死に復活し のは「わたし ため」だと認める。善い業はこの信仰から流れ出るのであり、それは強制的にで なく自発的にである。それはちょうど自然によい木がよ 実を結ぶよう
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である（マタイ七章一六
）（（
（
） 。
聖霊はこの信頼を、神がこれ以外の現実を、神の言葉を通して、まさに、ある特殊な形式における神の言葉を
通して創造し保持されたように、創造し保持される。神はわれわれに命を与え、そしてわれわれを真実に人間的な人生へと回復することを誓うために、対話の中へと入られた。ルターは、神は再創造と命の言葉を約束の形で語られると認識するに至った。十字架の足もとで、改革者は以前 彼に対して不在であり怒っ おられるように見えていた神の現在と力とを発見した。彼は、かつては愚かで無力であり、それゆえ の怒 と不在 徴としか見えていなかったものの中に神の知恵と力とを発見した（一コリント一章一八―二章一
六
）（（
（
） 。その代わりに、神
はまさに十字架の上で、新しい命へと向かうその墓への途上にいて導いてくださる。 して、彼はわれわれの人生へとわれわれの主として戻って らっしゃるし、われわれが損傷し捨てようとしていた人間性 回復する の約束を十字架と墓から語られた。
罪と悪が依然として存在する現在の只中においてなされる約束という形での罪人たちへの神の語りかけの本質
が意味したことは、ルターにとっては先ず第一 スコラ主義神学者として記号と論理の中に探求していた証明はその重要性を失っていたというこ であ 。それらは繰り返しいずれにしろ不適切で欺瞞的であることを自ら顕わした。ルターは理性 う神の賜物へ 高い尊敬を保ち続けてい し、オッカム主義者として彼は神の世界の経験的な吟味による支配の遂行を信じ た
）（（
（
。しかし、彼は経験的学習も論理的学習もともに神の支配のもとに
学ばれるということを認識した。それ は対照的に、定義する要因も何か ら意味を探求する要因も学習している者によってではなく教師によって定めら るということを彼は信じた。
約束というのは証明とは異なる。約束の受け手は約束を与える者に依存する。受け手は学習をコントロールす
26
ることはできない。出来るのは与え手である。もし神が神であり続けるべきならば、神はご自身を人間の試験や証明に委ねることはできない。神がわれわれとコミュニケーションするのは命令の形においてである。その命令はわれわれに重荷を負わせるが、そ 重荷は聖霊の力によって命令に従う人々にとっては軛のように軽いのである。神はまた約束の形ででもわれわれとコミュニケーションをするし、その約束は彼の上に重荷を負わせる。
約束は信頼を引き起こす。いかにして信頼が引き起こされるかはなにかしら神秘である。それは愛に似てい
る。詩人は恋に陥るさまを描写することができる。しかもそれを心理学者よりもうまくできる である。心理学者は信頼というものの人間の生活にとっての重要さを、また人間の心の平安にとっての重要さを認識する。 『青年ルター
）（（
（
』においてエリック・エリクソンが数世紀を超えて試みた分析を人がどのように考えるにしろ、歴史家
の間での彼の評価はこの研究に基づいて そう高くないが、人間であるということはどういうことかについて核心、すなわち信頼についてのルターの洞察を繰り返すことは 今日北米文化で福音について語るときの非常に有用な足がかりであ エリクソンが認めたことは、信頼 いうこ は人間の人間らしさある は人格 根本的な基礎的要素であるというこ 、また人生の最初の二年間により多く信頼することを学ぶか、より多く信頼しないことを学ぶかが人が人生の残りの歳月をど ように きるか、人生の質はどうなるか 決定するということである
）（（
（
。
ルターはまた、神への信仰をわれわれの人間性にとっての根本的な構成要素であるとみていた。信仰によって
生きることとは、信頼の対象によって方向づけられまた力づけられた人生のすべて、善きものと避け所 源、アイデンティティや保障や意味の源を持つこ を意味した。 「ひとりの神 持つ 、ひとりの神を心 ら信頼し、信仰することにほか らない。 」 「神を持つといって 、神を指でとらえた 袋に入 たり、箱 中に封じ
27
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たりはできないことはよく理解できよう。けれども心が神をとらえ、神によりかかっているときには、まさしく神をつかん いると言えるのである。ところで、心を って によりかかるということは、徹頭徹尾神を信頼するということにほか らない。神は唯一、永遠以外のいっさいのものか 私たちを引きはなし みも に引きよせよう なさるのである
）（（
（
。 」
神はわれわれに語りかけることによってわれわれをご自身へと引き寄せられる。 「信仰とは神が約束され啓示
なさることを信じること以外ではない……み言葉と信仰とは両方とも必要であり、み言葉なしには信仰はありえな
い
）（（
（
。 」ルターは彼の学生たちにこう言った。ちょうど母親が「かわいい赤ちゃん、わが愛しの子ネズミよ」と
言うように、神は涙ぐんでいるわれわれのもとに来られて不安を取り除か る。われわれは信頼のうち 喜びを持ってそれに応じる。なぜなら、信仰 よって生きるとは、神の言葉に信頼することを意味する。 「信仰はみ言葉に従 、またみ言葉に って判断する。そうして信仰 深遠な父の愛 徹底した母の愛撫を理解す
る
）（（
（
。 」こ
の信頼こそが、われわれのイエスへの証しが創りだすことを神が望んでおられるものである。
しかし、
「いかにして人々は神を信頼するようになるか？」 「いかにして神は福音を語るか？」ルター派が二一
世紀の宣教論に提供しなけ ばならないもの うちのひとつ 非常 重要な部分は、現実を創造す ための道具としての神の言葉 つい のルターの理解から、また、カオスと神のシャロームを拒否すること 只中で、またわれわれの罪深さを構成する偽りの神々を追い求めることから起こ くるのである。聖書 読むためのルターのオッカム主義的枠組みは、彼を聖書 中へ深く沈潜させるという釈義的召命 結び付いた この結合のお陰で、神はある種の神秘的なやり方で神のみ言葉をとおして創造をなさ とい 聖書記者たちの前提をルターはらえることができた。彼らはこの前 をもって記述す が、それを分析はしな 。ルターが彼へ 福音 宣言
28
力を経験したのは、それがみ言葉が印刷された聖書の頁からであったが、そしてそれと共に、またそれ以上に、赦免の宣言から、説教から、洗礼式のみ言葉から、主の食卓から、そして他のキリスト者たちとの対話からであった。神の彼への語りかけが与えた赦しと和解から彼が新しいいのちを受け取ったというこ を彼が聴き、読み、思い出し、キリストにおける神ご自身の愛 いう神の賜物を祝ったときに、彼は神の現在と力との個人的な出会いから語ったのだった。
ルターは、罪と闘い、神への信頼の人生を生きるために、福音はさまざまな形のみ言葉をとおして「忠告と助
け」 ［
R
at und H
ulf ］を与えるということを固く信じていた（シュマルカルデン条項第三部） 。しかし、彼はいか
にして聖霊が力を行使し様々な形のみ言葉をとおして罪人を、信頼をもって生きる神の子どもたちへと再創造するかということについては正確に説明しようとは試みていない。一方では、この福音 力はあくまでも誠実であり続けよう、たとえわれわれが誠実ではなくても、なぜなら「キリストは御自身を否むことができないからである」 （二テモ二章一三）と記されているようにそれがまさに神の本質であるからとの神の誓約、神の約束と誓いに基づいている。誰かにその人がどんなことがあってもあなたと共にいるとわれわれに言わせる は、時には完全 は信じられそうもなかった しても、常に励ましになる。神を われわれに語 しめると、反応を引き起こす。時には疑いの反応かもしれない 、時には信頼 明らかにする驚きや畏 、感謝、また確信 依存の反応を引き起こす。
しかし、聖霊がわれわれの証しを通して創造する信頼は、人間の「行為」を巻き込む。たとえそれが通常の意
思決定のプロセスによって説明できるような行為ではないとしても。わたしは殺すも殺さないも、はては憎むも憎まないも決断できる、しかし、わたしは自分自身を強い あ たを信頼させることはできな 。また、あなた
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もわたしからあなた自身への信頼を強制させることはできない。信頼は、すでに述べたように、神秘的なやり方で生起する。そうであるから、われわれは信頼を創造する聖霊の力をけっして推測したり説明したりすることはできない。その信頼とは、神がその約束をとおして築き上げ 関係 人間の側のこと ある。しか 、われわれは、人々がキリストのこ を学び、人々への彼の接近に適切に耳を傾け、彼に確信を抱くのを助けるわれわれの能力を磨くために、信頼 心理学的側面を十分に観察することはできる。
ルターはわれわれの範例となっている。それは、いかにしてわれわれはわれわれの救いのために神が全面的に
責任を負ってくださっているかを強調するか、またそれと同時に、いかにして神を畏れること、神を愛すること、神に信頼することという心理学的な行為を遂行するために神が召しておられ 人間 全き責任を肯定 かということ 関してである。 んと多く キリスト教思想家 ちが、神の恵みと人間の努力を均質化し調和しようと労してきたことか、またそのためにさまざまな工夫を用いてきたこ か。ルターとメランヒトンはそれら二つを緊張関係のうちに保とうとした 時 は成功したようにみえ し、時にはあまりうまくいかなかったように見えた。これが何を意味する と言えば、問題を「律法と福音」という概念を用いて話 ば、律法は人間の行為を要求する すなわち の計画に従って人間の側で何が起こるかを描き出す。また、福音は神の行為 ある。われわれに対する神の救済の 思 描き出す け なく、それをもたらすことにおいても 創造に ける時と同じように再創造の際にも神秘的である。人は一方を、他方を取 こと しに、取ることはできないのである。少なくとも原則としては。
神がみ言葉を通してわれわれの全き人間性を回復なさることについて考えると、われわ ルターが、神はそ
の恵みにおいて豊かであること、そ ゆえにい ちを回復するみ言葉を実に多くの方法でわれわれに与えるとい
30
うことを強調していることを忘れてはならない。それはちょうど、ルターの『罪の告白のための短い式文』 （一五二九
年
）（（
（
）にあるが、罪の赦免は十分な福音であるから農夫は主の晩餐に赴く必要はないと祭司が考えたとき
に、農夫が祭司に語ったとおりである。シュマルカルデン条項の中で、ルターは
―
折に触れてそう呼んだが
―
五つの「恩寵の手段」を挙げている。つまり、説教、洗礼、主の晩餐、罪の赦しの宣言（鍵の権能） 、キリ
スト者の兄弟相互の会話や慰めであ
）（（
（
。
最近ひとりの学生がわたしを驚かせた。それは、ポスト・モダンの時代にとって信仰の外にある人々と通じ合
うために用いる にもっとも効果的なみ言葉の形はサクラメントだと言ったからであった。わたしは彼に誤っていると指摘した。わたしはアメリカの中西部出身だが、そこでは、長年メソジストかバプテストの教会員だった、最近結婚した結婚相手をルター派に改宗させようとするとき、彼らはサクラメントといった困惑させるような話題をな べく避けるよう 努めている 言った。すると、その学生 私は間違っていると次のように言った。神がサクラメントにおいて語るということはポスト・モダンの人々に 何 問題ではない 。もし神が語ろうと思う ら、神は媒体を用いることができるし、新しいアイデンティティ、新しい誕生、洗礼における死と復活といっ 神の賜物は、主の晩餐における労苦や困難の日々を維持す 神 賜物と同様、新し いのち 約束を非常に意味深い方法で具体化、実質化す ということを彼らは予想 のである。
彼はなんらの伝道理論を展開はしないが、人間の相互作用についてのルターの見方は、われわれは神の言葉を
民全体として語るのであって、単にわれわれの「宗教的」思想や行為だけでもってではないということを思い起こさせる。神を信頼するということは、信頼すべき人間をほ んど持たない人々にとって 心理学的に 非常に難しいことだろう。それゆえ、われわれが神の言葉 出会う きには、われわれの証しを聴くことを可能 する
31
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対話の相手との間に十分な信頼が築き上げられるまで辛抱強く待たなければならないのかもしれない。
神の約束が他の人々の人生にどのように最もよく谺
こだま
するかを評価することとの関わりで、ルターの創造の教理
が、われわれが関わる人 の全体のあらゆる観点を真剣にとらえながら、全人格へのわれわれ 伝道戦略を方向づけるということをわれわれは忘れてはな ない。彼の創造の教理はまた、いかにして人間のコミュニケーション、人間的思考、人間の共同体が機能するかについての学問的研究や専門的な調査を精神化する恐れを取り去る。人間であ は何を意味するかに関して、また学問研究を祝福するということに関するこのより大きな視点はウィッテンベルクで開花した。その大学ではルターの生涯において植物学、天文学、ラテン語の詩学、世界史等の研究が促進され、また彼の同僚メランヒトン 修辞学と論理学の研究と教授に多大の貢献 した。それ の教科における彼の作った教科書はその後二〇〇年 わたって版を重ねたほどだった。これら二人の同僚は学生たちが修辞学的また弁証法的技術をキリストの約束を解釈し伝達する際に利用するように活発に励ました
）（（
（
。
創造は善であるとのルターの理解は、またわれわれを特定の文化の中における神の賜物へのよい評価へと向け
させる。同時に、それはわれわれの社会が神の計画と人々 ための支配とを侮り、それ を不正義と虐待のもとにさらさせるとき は、社会に対する信仰 な批判を行うべき 義務からわれわれを免れさせはしない。ルターの二つの領域の区別 また、究極的な 頼を創造主にではなく依然としてある被造物 置いているがゆえに、彼ら 人間性の全き開花を享受していない人々のこの世界で 人生への積極的 貢献 識別するこ を認める。同時に、この区別 枠内で、二つの領域をごちゃまぜにすることで押しつけら ところの、わ われの証しへの挑戦を認識する。われわれは次の事実 も敏感 。つまり、宗教的には中立的でわれわれ自身の思考では水平的な領域 限定 れていると見なしてい ある物事が、われわれが対話している人々に っては実際宗
32
教的重要性を帯びていることがあるということである。ルターのキリスト者の自由の本質に関する洞察は人々を彼らの敵や抑圧者から、サタンや死に至る罪や神の律法による断罪から解放することにわれわれの注意を集中させるのだが、しかし、われわれの自由に関す 彼の理解はまた、われわれは信仰の特定の文化的形式とか表現に縛られてはいないということも意味している。われわれがキリストへと伴おうとしてい 人々は、実際自分たち自身の経験や生育の環境の枠内でわれわれの共通の信仰の異なった表現を見出すかも れないのだ
）（（
（
。
さて、ルターの思考方法は宣教的であるだろうか。本論文が論じている以上の方法で探れば、その通り！
　
と
言わねばならない。 の思考方法が「神の言葉の神学」と名付けられうるかぎりは、こ ような思考方法はわれキリストの民を悔い改めと罪の赦 宣べ伝え ため 他の人々 人生へと送 出すということをしないではいら ない原動力を持っている。神とは誰であって 人間である は何を意味す ということに関するヴィッテンベルク流の理解はわれわれを対話へと駆り立てる。神との対話へであり、救いをもたら 神の力、キリストにあっていのちと平和と喜びを与える神の力 神の現在という神 現実創造的な約束 語る対話へである。
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